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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/13(火)･14(水)院内研修

・12/20(火)実地指導がある。14日までにカルテチェックを行うこと。

・12/16(金)15：30～食事サービス提供管理委員会　場所：４Ｆユーティリティー

・12/20(火)17:30～医療ガス研修。対象者は参加すること

・12/17(木)NPOに関するアンケートの締め切りとなっている。 

・今後、患者様ごとにデータベースを一覧で作成していく予定となっている。青陽館利用者様のデータを整理していく必要がある。

・赤石陽介様～西病棟の患者様で、退院後日中の活動の場としてデイケアを視野に入れており、見学希望されている。見学日程は未定。

・川村幸子様～西病棟の患者様で、退院後単身生活する予定であるが、日中の活動の場としてデイケアを視野に入れている。初めての場所は苦手であるため、入院中定期的に見学を重ねる予定。見学日程は未定。

＜青明舎登録者情報＞

・宮　陽子　様～12/5（月）、定期訪問実施。デイケアに通所している他利用者について心配しており、訪問したスタッフから様子を聞き出そうとしているため、気になるのであれば通所で会ったときに直接本人と話してみるよう伝えている。現在は服薬をきちんとしているので調子もよく、最近は近所の人からも話し掛けられるようになって嬉しいと話している。現在は人と話すことが楽しく、行事等にもどんどん参加していきたいといい、財団の行事(もちつき会)の参加を前向きに考えるとのこと。次回訪問は、本人の希望により、1/16(月)15：30～の予定。

・高柳　和子様～12/7（水）、定期訪問実施。最近の食事内容の確認では、「納豆や豆腐、スパゲティー、ジャムやマーガリンをつけた食パン、そばかっけを食べています。デイケアのスタッフより野菜も食べるよう言われるけど、なかなか買わない。野菜は体にいいと知っているけど、炭水化物の方が使いやすい」と話す。12月に入ってから年末の過ごし方等を考え、気分が落ち込むことが多く、頓服薬のリスパダールを4回服用したとのこと。年末は1人で過ごすとのことであるため、以前ゴールデンウィーク中にデイケア等も休み、自傷行為したことがあったことを振り返り、気分転換のためにもデイケアや青明舎の行事に参加するよう促している。最近、気になることについては、①携帯電話のアラームの音が鳴らなくなった、②青南病院のPSWよりデイケアにいるPSWより年金の申請をしてもらうよう言われたが、デイケアのPSWよりまだ声をかけてもらっていないと話す。①については、マナーモードになっていたため、マナーモード解除の方法を本人へ教え、対応している。②については、病院のPSWよりデイケアのPSWに連絡が行っていると思うが、自分でデイケアのPSWに確認するよう説明している。8日（木）に、デイケアPSWから話し合いを設け、解決済みとなっている。

・高田　マキ様～12/5（月）、病院を変えたい、デイケア辞めたいという訴えがあり、担当医に相談して、自分のことは自分で決めるよう伝えている。また、デイケアは対人関係を目標としていたことを振り返り、そのためには自分の努力も必要になってくること、スケジュールを作るためにも通う場所は必要ではないか伝えている。本人より気持ちの整理をするために面談の希望があり、12/6(火)10：00～面談を行っている。病院変更希望の理由は、病院へ不満があるというわけではなく、月経不順や膝痛等、年齢とともに身体面での心配事も増えてきたが、主治医に相談すると、「検査」「紹介状」というように、他の専門医に回され、その都度、医療券をもらったり、通院先を探したりすることが大変で、精神科も含めて総合病院でみてもらいたいと考えたと話す。自分の生活については「１人暮らしも慣れたし、生活保護も自分だけで申請できたし、病院やデイケアのスタッフに色々と言われなくても大丈夫。そっとして欲しい。」と話しており、転居から現在までの生活を振り返り、青南病院や青明舎の支援なしには行動できていないことを指摘する。転院を決めることはいつでもできるため、環境が変わっても生活が維持できるのか良く考えて行動するよう伝える。

・我満奈津紀様～12/10（土）、定期訪問実施。二日続けて友人と遊びに行ったという。晴山美智子様や大久保律子様と遊んだが、距離が近くなりすぎたのか、変に関係がこじれてしまったが、気分はすっきりしたという。今日は娘のカラオケに付き合い、父親の自宅に宿泊しに行くとのこと。娘様のペースや友人のペースで毎日動いているため、自分の生活のメリハリをつけるためにも、週２回のデイケアをきちんと通いたいと思っているという。娘様が冬休みに入ると、青明舎に通いたいと話しているため、それにあわせて冬休み期間は定期的にデイケアに通所できるよう頑張ると話している。高田マキ様との関係について、相手のペースについていけず、最近疲れてしまうということで、距離を置くことは悪いことではないため、メールや電話の頻度を調整して付き合うよう助言する。

・清水　泰雅様～12/10（土）、定期訪問実施。今朝は9：30頃に起床したいという。ほとんどデイケアには遅れて出席しているということで、毎日1～2時間程度は早く起きて準備できるよう心がけるよう伝える。好きなテレビ番組やプラモデルの話しなど、穏かに話しており、デイケアの趣味活動の時間にプラモデルを持っていってみてはどうか伝える。母親からは、毎日メリハリのない生活が続いており、以前、ポスティングの仕事をさせてみようと考えたが、主治医からはデイケアにきちんと通えることを一番の目標にするよう言われたとのこと。本人にも、将来両親に頼れなくなった時のことを少しずつ考えていけるよう関わりを持ち、必要なサポートを行ってく旨を伝える。次回1/7（土）10：00訪問予定。

・東海林康之様～12/11（日）、生活状況の確認の為、定期訪問を実施。冬支度も終え、今は安定しているとの事。年末年始には名古屋にいる息子2人が来る為、楽しみだと話すが、布団が一式しかない為、寝泊りをどうするか考えなければならないと話している。また、息子から中国語を学んで欲しいといわれており、今後、輸入関係の起業をすることなのか詳しく聞くとのことであるが、今から勉強は難しいため、協力は難しいと話す。

・松川　順子様～青山荘スタッフから、ATMでお金を引き下ろす際、一度札でおろし、その後、再度両替するため手数料がかかっているとの情報提供あり。外来受診後、憩いの場を本人利用されており、両替について確認すると「手数料はもったいないですよね。窓口でおろせば良いんですよね」と話す。不安な時は銀行に同行支援出来ることを本人へ説明している。また、月1回は出納簿を確認したい旨を伝えている。

・板橋　利美様～兄様が訪問してきた際に約束したこと（体重を落とすなど）を書き留めて、実行しているとのこと。デイケアでは自転車こぎをやると話す。

・其田　淑子様～1月から、タクシー利用にて片道200円、1ヶ月8000円～1万円の自己負担が発生することになっている。本人はそれくらいの負担が掛かるのであればデイナイトケアは利用しないと話す。現在、八戸市生活福祉課の担当と交渉しており、今後の方向性について関係機関で話し合う予定としている。

・種本　サハ様～1月から、タクシー利用にて片道200円、1ヶ月8000円～1万円の自己負担が発生することになっている。本人は負担があってもデイナイトケアは利用したいと話す。現在、八戸市生活福祉課の担当と交渉しており、今後の方向性について関係機関で話し合う予定としている。

＜デイケア事例検討＞　

其田　淑子様　（74歳）女性　非定型精神病　利用年数：9年9ヶ月　　担当：柴田

検討内容　　実施計画の見直し

長期目標：①デイナイトケアに継続して通所し、精神的、身体的に安定した生活を送る。
②無駄遣いを減らし、毎月貯金していく。

中期目標：①病状や不安感を、スタッフに伝えることができる。

②外食を抑え、無駄遣いを減らす。

③体重が増えないよう、食事内容を考え、運動するように心がける。

短期目標：①プログラムで居眠りをしない。

②赤字にならないように、無駄遣いを減らす。

③運動プログラムに参加する。

実施計画：①将来についての不安感や身体の痛みの訴えを傾聴し、本人のストレスを軽減していく。同時に生活状況や睡眠についても確認し、疲れが見られてないか確認する。

②金銭の自己管理を促し、振り返りを行っていく。

③身体状態（腰痛の有無）を確認し、本人の出来る範囲での運動を促していく。

評価

・75歳になってもグループホームを利用できるか聞く事があり、退所する必要があれば1年前から準備したいと話し、ケアマネージャとの面談を希望している。

⇒グループホーム世話人から、80歳になってもグループホームは利用できることを伝えている。

⇒タクシー利用の件もあり、いずれケアマネージャと話し合いを行う予定となっている。

・現在、足、腰の痛みを訴えることはなく、食事も椅子に座って行うことが出来ている。

・簡単なエアロビ実施時、自ら「こんなに動けてないんだ」と気付くことがある。

・以前筋トレを行っていたが、現在は行っていない。

・現在の体重は70kg台と、少しずつ増加しており、運動をする必要がある。

・金銭面では、現在ギリギリに使っており（残金44円）、タクシー利用での自己負担が発生することになると、厳しくなる可能性がある。

・デイケアでは、タクシー代は今まで貯めていた小銭の貯金で支払うと話す。

・休みのときの外出や外食は、本人にとっては必要であるが、回数が多くなっている。

・買い物を頼んだ他者に、お釣りをそのままあげてしまうことがある。

・浪費癖がある。

検討結果　体重管理、金銭管理等いずれの目標についても、本人と再度話し合う必要がある。

＜利用者情報＞

・田名部一樹様～知人に貸したお金の件について、本人宅を訪問する予定であると話している。様々な場面を想定して個人SSTを行い、練習している。言葉遣いに気を遣うよう伝えている。

・中村与一郎様～田名部一樹様から1万円借りた件について、田名部様に確認をすると、3年前にPSP本体を購入する際に借りたものであり、返済については「お金が出来たら返す」と明確ではない約束をしており、未だ返済はない状態。金銭面については通所では介入せず、青風荘で対応することとなっているが、病状の変動が考えられるため、考慮して対応する必要がある。

・稲垣　ふき様～昨日、足を挫いており、湿布を貼って対応している。激しい運動は避けることとしている。

・馬渡　武光様～採血の結果、FPG 90mg、HbA1c 6.0％とやや高値のなっている。主治医から間食とおかわりを控えるよう指示がある。

・秋山　和子様～整形受診にて、特に異常はないという診断となっている。不安を訴える際は傾聴することとしている。

・平　康子　様～認知症スクリーニングテストの結果は、HDS-Rが22点、MMSEが27点といずれも非認知症レベルであるが、年齢を考慮するといくらかの低下があると考えられる。頭部CT検査の結果はいくらか脳萎縮が見られるが、生活に支障があるものではない。

・久保　興介様～来所時には表情良く他メンバーと交流を持っている様子が見られているが、午後からは表情の硬さ見られている。14：30「階段下倉庫に置いておきましたから」と、工具箱からのこぎりを取り出して目に付く場所へ置き、早目に帰宅している。帰宅後本人から電話連絡あり、「のこぎりの件がしこりになるのが嫌だった」と訴える。本日の変調の原因としては、「他のスタッフが声を掛けてくれなかった」「会話に自分が入れる雰囲気ではなかった」と話されている。本人が思っている事をスタッフが感じ取るには限界がある為、面談実施の際には他スタッフも交えながら実施する事を提案している。

・上川原　豊様～12/7（水）、通所しておらず、15分～1時間おきに本人宅、姉宅、母宅に架電、自宅訪問するが、連絡が取れていない。21時頃、本人と連絡が取れ、階段で転び、動けなかったこと、電話音、ノック音には気付かなかったこと、水曜日を火曜日と間違えて通所しなかったことを話す。金曜日まで休んでおり、本日通所している。

＜外来情報＞

・菅原　信正様～自分のペースでいつもと同じ内容の話をしており、デイケアでラジカセに唾がついた件で自分が疑われたことを再度訴えている。イライラ感はなく、飲酒もしていないとのこと。

・松村　勉　様～夜間中途覚醒を訴えるが、特に問題はないため、経過観察としている。

・我満奈津紀様～デイケアに行こうとすると、娘様に止められ、本人にリズムが崩れていると話す。前回受診時、掃除等で億劫感があったことを話していたが、その後は大丈夫だったとのこと。

・藤村　翔　様～幻聴、独語が顕著であるため、ルナプロンをセルマニルに変薬している。

・繁名　和恵様～現在姉宅で生活しているが、特に変わりはないとのこと。

・田中　一　様～漠然とした不安があり、ソワソワするが、いつも通りであるため、経過観察としている。

・鈴木　和則様～受診予定であったが、来院していないため架電すると、風邪を引いたと話す。木曜日受診する予定となっている。

